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１．事業概要
①四国横断自動車道の計画概要
・四国横断自動車道は、阿南市を起点とし、徳島市，高松市を経て、四国中央市に
　おいて縦貫道と交差し、高知市、須崎市を経て終点の大洲市に至る延長 441kmの
　国土開発幹線自動車道である。
・四国横断自動車道は、四国縦貫自動車道とともに、四国４県の一体化を進めると
　ともに、沿線地域の振興に重要な路線として位置付けられている。
・今回の評価対象区間である須崎東～南国間は高知県に位置し、須崎市から高知市
を経て南国市に至る延長41.8kmの区間である。　

四国横断自動車道（阿南～大洲）

評価対象区間
L=41.8km

L=441km
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②事業の概要
区　　間 須崎東～伊野 伊野～南国

延　　長 ２３．９km

平成　１年　１月

平成　２年１２月

実施計画認可 平成　３年１１月 昭和６３年　３月

開　　通 平成１４年　９月 平成１０年　３月

計　　画 ６年　５ヶ月 １０年　１ヶ月
事業期間

実　　績
１０年１１ヶ月
（＋５年６ヶ月）

１０年　１ヶ月

１７．９km

整備計画 昭和６１年　３月

施行命令 昭和６３年　３月
事業経緯
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■事業費
　　計　画　　　１，４３１億円
　　実　績　　　１，９７２億円（＋５４１億円）
　　　　　　　　　[４７億円/km]

暫定２車線

４車線

４車線化事業中
(H20年度完成予定）

４車線化事業中
(H20年度完成予定）

国土交通省事業中
(H20年度完成予定）
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２.事業の効果（直接効果）
①周辺道路の交通量の分散
○須崎東～南国間の開通により、並行する一般国道の交通量が
減少しており、交通量の分散が図られている。
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資料：道路交通センサス

資料：道路交通センサス

断面Ｂ

断面Ａ

断面Ｂ

須崎東～伊野
開通

■四国横断自動車道　■一般国道56号

■四国横断自動車道　■一般国道32号

伊野～南国
開通

須崎東～伊野
開通断面Ａ



②交通量の推移
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○全線開通翌年度（平成15年度）の日平均交通量は、6,000～
10,000台/日で以降、増加傾向にある。

各年度の推計値と実績値の比較

須崎東～土佐 土佐～伊野 伊野～高知 高知～南国

H14年度実績 H15年度実績 H16年度実績

H17年度実績 H18年度実績 H15年度推計値
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③所要時間短縮効果（旅行速度向上）

○須崎市から南国市までの所要時間は、約50分の短縮
　（1時間25分→35分）
○旅行速度は、 37km/h向上（34km/h→71km/h※）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※南国～南国SAは規制速度80km/h

高知自動車道と並行一般道の
旅行速度の変化

34 34

71

0

20

40
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100

開通前(H9) 開通後(H17)

旅行速度
（km/ｈ）

一般道利用 高速道利用

37km/h
向上

資料：道路時刻表
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④交通事故減少
○並行する一般国道と高速道路を合わせた死傷事故率は
　約２割減少

資料：NEXCO西日本データ、四国地方整備局データ

Ａ　死傷事故件数

Ｂ　交通量（走行台㌔）

資料：道路交通センサス

一般国道と高速道路を合わせた死傷事故率
（Ａ/Ｂ）

〔死傷事故件数/交通量〕
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全線開通前：Ｈ 8～Ｈ 9平均値
全線開通後：Ｈ15～Ｈ16平均値

走行台キロとは　：　自動車の走行距離の総和。
　（各区間延長とその区間の交通量を乗じてた各区間を足し合わせた総数）
※事故件数には区間交通量だけでなく自動車の走行距離による要因も含まれる
　ため、交通量は走行台キロによるものとしている。
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⑤費用便益分析結果

○費用便益比（Ｂ/Ｃ）は、１.９
○主に高速利用による時間短縮便益が大きい

走行時間短縮便益 　　　5,360 億円

走行経費減少便益 　　　　407 億円

交通事故減少便益 　　　　172 億円

計 　　　5,939 億円

便益

（現在価値：H19）

　　　3,178 億円計

　　　　419 億円維持管理費

　　　2,760 億円事業費
費用

（現在価値：H19）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１．９

費用便益分析マニュアル（H15.8　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）に基づき算定
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①農産物の市場拡大（みょうがの例※）
○須崎市では県内の半数以上を生産しており、大阪市場・
東京市場への出荷拡大に高速道路が大きく貢献

○高知県産みょうがのシェアは大阪市場で約９割、東京市
場で約８割と増大

３.事業の効果（間接効果）

資料：大阪市中央卸売市場(最新H18)

資料；高知県園芸連

◆ 高速道路を利用することにより、
輸送時間が短く、高い鮮度の品
物を出荷することができます。

◆ 高速道路は振動が少ないため、
傷みが少なく、商品価値が高ま
ります。　（ヒアリングまとめ）

資料：東京都卸売市場(最新H18)

大阪市場の出荷量 東京市場の出荷量

シェア76％で No.No.１１
出荷量は 約約1.51.5倍倍(対Ｈ９)

シェア90％で No.No.１１
出荷量は 約約2.02.0倍倍（対Ｈ９）

みょうがの主な生産地

資料：平成17年「野菜調査」(最新)

4,370t

14.6%

51.6%

33.8%

須崎市

四万十町

その他
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＜みょうがの調理例＞

ソーメンの薬味
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開通 1,6001,600

1,0331,033
約2.0倍 約1.5倍

※みょうが以外で生産量が多い農産物

　◆　ししとう（全国１位、シェア45％）

　◆　しょうが（全国１位、 シェア34％）

　◆　にら（全国２位、シェア19％）

　◆　ピーマン（全国３位、シェア10％）

　　　　

　　　　資料：野菜生産出荷統計（H17）

伊野～南国
開通

須崎東～伊野
開通



②バス路線の利便性向上

○高知県と京阪神間の輸送機関別輸送者数におけるバスの
　割合が増加しており、高速バスの利用者数は約７倍の増
○須崎東～伊野間の開通後、京阪神方面への須崎市発着便
　が運行を開始

須崎駅を出る高速バス

資料：四国運輸データ ※京阪神方面：大阪府、京都府、兵庫県、奈良県

出典：ＪＲ四国バス(株)
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12％　　　21％　　　26％　　　33％

ＪＲとの比較（須崎～大阪）

　

須崎東～伊野

高速バス 鉄道（ＪＲ）

所要時間 5時間46分 4時間4分

料金 6,700円 11,070円

便数 6便 4便

ＪＲとの比較（須崎～大阪）

5 5 5 6

13

22

27
32

35

4140

44

52

62

70
72

73

41

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

利用者数（万人）

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80
運行便数

高知県⇔京阪神：バス利用者数・便数

利用者数

便数

伊野～南国

須崎東～伊野

７倍増



③救急医療活動の支援
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高幡消防本部の高速道路利用による搬送件数

○高幡消防本部(須崎市)から三次医療施設への搬送時間が
開通前の59分から開通後は37分となり約22分短縮

○開通後は高速道路を利用した搬送件数が増加。患者の負
担軽減にも寄与

写真

◆ 病院への搬送時間が大幅に短縮しました。

◆ 高速道路は路面状態もよく、信号等による減速・加速がないため、振動が
少なく、患者の負担が少ないです。　　　　　　　　（高幡消防本部の声）

◆ 病院への搬送時間が大幅に短縮しました。

◆ 高速道路は路面状態もよく、信号等による減速・加速がないため、振動が
少なく、患者の負担が少ないです。　　　　　　　　（高幡消防本部の声） ※3次医療施設：重症及び複数の診療科領域にわたるすべての重篤な救急患者を

24時間体制で受け入れ、かつ高度な診療機能を有する医療機関

37分

59分

0 20 40 60 80

H17

H9

（分）

22分短縮

資料：道路時刻表

その他医療施設
・土佐市民病院
・国立高知病院
　ほか

高知医療センター
（H17.3開院）

高知赤十字病院

高速道路利用での
三次医療施設までの搬送ルート(例)

高幡消防本部から
高知赤十字病院までの所要時間の変化

(高幡消防本部)

こうばん
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④商業活動の支援
○高速道路開通に伴い、コンビニエンスストアの商品輸送時間が短縮され、
高知県内の店舗数が拡大
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南国～伊野

H4.1.30
川之江JCT～大豊

約31倍

H14.9.16

伊野～須崎東

高知県内のコンビニ店舗数の
推移・伸び

◆ 高速道路を利用することにより、工
場からの輸送時間が短くなり、店頭
での陳列時間を長くすることができ
ます。　　　　　　　　　　　　　
（コンビニエンスストア広報部）

資料：商業統計（最新Ｈ16）

・H19年現在の市町村区分により集計
・集計対象のコンビニエンスストアは下記の通り

● (株)ファミリーマート ● (株)スリーエフ
● (株)サークルKサンクス（サークルK） ● 山崎製パン(株
● (株)サークルKサンクス（サンクス） （163/225）

平成９年末平成９年末

平成１３年末平成１３年末

平成１９年末平成１９年末

資料：商業統計
（最新Ｈ16）
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【開通前】

【伊野～南国開通後】

【須崎東～南国開通後】

高知県店舗数

高知県伸び率

全国伸び率



４.事業で配慮した事項

○土佐ＩＣではランプ内の調整池を利用したビオトープを施工。完成後間
もなく鷺が飛来し始め、現在ではアオサギやマガモなども飛来

○土佐ＰＡでは鳥寄せ用の止まり木を用い、鳥の種子散布による森林創出
を試みている

①環境への配慮

さぎ

土佐ＩＣビオトープ

アオサギ

マガモ

土佐ＰＡビオトープ

施工直後 現在

土佐ＩＣビオトープ

土佐ＰＡビオトープの鳥寄せ用の止まり木
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５．評価結果及び対応方針（案）
①評価結果
　　直接便益（時間短縮・経費減少・事故減少）を対象とした現時
　点での費用便益比は１．９である。
　　対象区間の開通により本州との連携・交流が強化され
　　・みょうがに代表される農産物の東京・大阪市場への出荷拡大
　　・高速バスの利便性の向上による広域交通手段の多様化及び
　　　それに伴う広域交流人口の拡大
　　・三次医療施設への搬送時間短縮
　　・コンビニエンスストアの出店拡大
　など、様々な効果が発現している。

②対応方針(案)
　　現在、整備を進めている高知自動車道の４車線化や、四国横断
　自動車道の延伸により、更なる効果が発揮されるものと期待され
　ることから、延伸事業の円滑な進捗が図られるよう協力し、利用
　促進に努めたい。
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